
　ホームページの基本構成を考え

るにあたり、まず、1番最初にや

ることは、「目的を明確にするこ

と」です。目的を明確にすること

とはつまり、誰に、何を伝えたい

のか、そしてその結果得られる効

果は何かということです。これは

当たり前のことと思いながらも、具

体的にどうすべきかわからない方が

多いのではないでしょうか。�

　今回は、この「目的を明確にし

たホームページ」をつくるための

プロセスをご紹介します。�

�

�

�

�

�

�

　まずは「誰に伝えるか」。たと

えば、「ある業界の責任者」とか

「10代から30代の一般消費者（男

女）」「スポーツ好きなビジネスマ

ン」のように、伝えたい相手が誰

なのかを具体的に考えます。�

　実際にあなたの周りの人でそ

ういった方がいれば、その人を

イメージしてみてください。仕事

や趣味、着ている服、家族構成な

ど、初めはなるべく多くの人につ

いて具体的に考えてみてください。

不特定多数の人を対象にするとき

とは、明らかに相違が見えてくる

はずです。�

　次に「何を伝えるのか」。たと

えば、商品の特徴（優れている点）

と、自社の理念、採用情報など、

伝えたいことはいくつあっても

良いのですが、その中でさらに

優先順位を決めておくことが必

要です。�
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　ここでいう効果とは、伝えたい

ことを伝えた結果、得られる成果

（ゴール）のことです。�

　たとえば、「売上げ向上」や「会

社の知名度向上」、「優秀な人材の

獲得」や「情報収集」、「見込み顧

客の囲い込み」など、ホームペー

ジを通して成し遂げたい目標を掲

げます。ゴールを直接考えるのが

むずかしい場合は、ホームページ

を見た人にどのようなアクションを

起こさせたいかをイメージすると

良いでしょう。�

　この目標がわかると、どのよう

な内容にすれば良いか（ページ構

成）を正しく導き出すことができ

ます。�
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　プロセス1、2で考えた事柄を

元に、目的達成のための条件を以

下の手順で洗い出します。�

　仮に伝えたい相手が「ある業界
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今あるホームページをもっと有効に活用したい、または、これからつくるホームページ、�
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「ホームページの基本構成」について考える。�

　ここまでのプロセスで目的が明確
化され、ある程度ホームページの方
向性が決まりました。�
　では、実際に作るホームページの
構成案の考え方に移行します。�
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の責任者」で、期待する効果が「商

品の販売促進」だった場合、不特

定多数の一般消費者に知ってもら

う必要はないので、見た目に凝る

よりはわかりやすいデザインに重

きをおくことになります。�

　また、ページの内容は、当然、

商品の説明と、特徴、他社と比べ

た時の優位性、場合によってはそ

のまま購入できるインターネット

上での販売システムを導入します。�

　このように、目的達成のために

必要な事柄を列挙して考えてみて

ください。�
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　わかりやすいホームページをつ

くるためには、どのようなところ

に気をつければよいのでしょう。�

・トップページを見て何がどこに

あるのか、目的のページへす

ぐにたどり着けるか。�

・項目名、ページ見出しそのもの

から内容がイメージできるか。�

・ページ内容そのものは、的を射

ている文面やイメージか。�

・他のページへ移動するための案

内はわかりやすく使いやすいか。�

　まずはこのように、機能と中身

という2種類の異なる要素が満た

されている必要があります。�

　機能面では、特にページ構成や

目的のページへたどりつくための

案内、中身では原稿（見出しを含む）

と見た目（色と形、動画の使用な

ど）が重要です。�

�

　せっかくホームページをつく

るのですから、インターネット

ならではの利点を上手に利用しま

しょう。�

　ホームページの場合、仮想空間

をつくることができるので、細か

くさまざまなコーナー設定ができ

ます。わかりやすさを心がけ、一

つひとつていねいにつくり込んで

いけば、見た人に「きちんとした

企業だ」という印象を与えます。�

　また、商品説明と採用募集とい

うようにまったく異なる対象に対

しては、ページを分ける（ホーム

ページを2つつくる）ことも検討

しましょう。社内スペースを広げ

たり、社屋を建て増しするのは大

変ですが、ホームページなら莫大

な費用がかかることもありません。�
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　以上、ホームページの基本的な組
み立て方について考えてきました。
次回は「安い費用でホームページ構
築」について考えてみたいと思います。�


